
(57)【要約】

【課題】耐熱性が高く連続的に高温熱処理が可能な、薄

層長尺の繋ぎ合せ炭素繊維シートを提供する。

【解決手段】炭素繊維シート２，４の端部２ａ、４ａ側

同士を重ね合せ、総デニールが１００～６５０ｄｔｅｘ

、総強力５０ｇ以上、伸度が１０～３０％のポリアクリ

ロニトリル系酸化繊維よりなる紡績糸またはフィラメン

ト束で端部側同士を繋ぎ合せる繋ぎ合せ炭素繊維シート

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
炭 素 繊 維 シ ー ト の 端 部 側 同 士 を 重 ね 合 せ 、 総 デ ニ ー ル が １ ０ ０ ～ ６ ５ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ 、 総 強 力
５ ０ ｇ 以 上 、 伸 度 が １ ０ ～ ３ ０ ％ の ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 系 酸 化 繊 維 よ り な る 紡 績 糸 ま た
は フ ィ ラ メ ン ト 束 で 端 部 側 同 士 を 繋 ぎ 合 せ て な る こ と を 特 徴 と す る 繋 ぎ 合 せ 炭 素 繊 維 シ ー
ト 。
【 請 求 項 ２ 】
厚 さ が ０ ． １ ～ １ ． ０ ｍ ｍ で 、 ロ ー ル 状 に 巻 上 げ た 請 求 項 １ に 記 載 の 繋 ぎ 合 せ 炭 素 繊 維 シ
ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
酸 化 繊 維 の 繊 度 が ０ ． ９ ～ ４ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 繋 ぎ 合 せ 炭 素 繊 維 シ ー
ト 。
【 請 求 項 ４ 】
炭 素 繊 維 シ ー ト の 長 さ 方 向 の 重 ね 合 せ 長 さ が ５ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 繋
ぎ 合 せ 炭 素 繊 維 シ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 炭 素 繊 維 シ ー ト を 複 数 繋 ぎ 合 せ た 長 尺 炭 素 繊 維 シ ー ト に 関 す る 。 本 長 尺 炭 素 繊
維 シ ー ト は 断 熱 材 、 耐 熱 保 護 材 、 燃 料 電 池 等 の 電 極 材 、 通 電 材 等 の 各 種 用 途 に 好 適 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
炭 素 繊 維 は 耐 熱 性 に 優 れ 、 繊 維 状 で あ る こ と か ら 、 織 物 状 、 不 織 布 状 、 ペ ー パ ー 状 等 の 薄
層 炭 素 繊 維 シ ー ト に 加 工 さ れ 、 断 熱 材 、 耐 熱 保 護 材 、 更 に 電 気 伝 導 性 を 有 す る こ と に よ り
、 燃 料 電 池 等 の 電 極 材 や 通 電 材 料 と し て の 応 用 開 発 が 進 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ら の 薄 層 炭 素 繊 維 シ ー ト を 上 記 の よ う な 用 途 に 利 用 す る 場 合 、 高 温 （ １ ５ ０ ～ ４ ０ ０
℃ ） の 熱 処 理 を 施 す こ と が 必 要 と な る 場 合 が あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 各 種 処 理 の 処 理 効 率
を 高 め る た め 、 連 続 的 に 処 理 を 行 う こ と が 望 ま れ て い る 。 こ の た め 、 よ り 長 尺 化 し た 薄 層
炭 素 繊 維 シ ー ト が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 上 述 の 薄 層 炭 素 繊 維 シ ー ト は 薄 い た め 強 度 が 低 く 、 切 断 し や す く 、 ま た 炭
素 化 前 の 原 料 酸 化 繊 維 シ ー ト の 製 造 上 の 制 約 か ら 数 種 類 の 定 め ら れ た 長 さ の 炭 素 繊 維 シ ー
ト を 通 常 製 造 し て お り 、 自 由 に そ の 長 さ を 変 更 で き な い 。 こ の た め 、 処 理 加 工 先 に 要 望 さ
れ る 長 さ の 連 続 炭 素 繊 維 シ ー ト を 任 意 に 製 造 す る こ と が で き ず 、 こ の 場 合 は 要 望 さ れ る 長
さ に す る た め 、 長 尺 シ ー ト を 切 断 し て 要 望 さ れ る 長 さ に し て い る 。 し か し 、 こ の 場 合 は 、
切 断 し た 残 り の 短 尺 シ ー ト が 生 産 ロ ス に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ ら の 長 尺 化 の 要 望 の 対 応 と し て 、 短 尺 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 端 部 を 繋 ぎ 合 せ る 方 法 が 考 え
ら れ る 。 し か し 、 繋 ぎ 合 わ せ る 方 法 に よ っ て は 、 そ の 後 に 行 う 連 続 的 な 後 加 工 工 程 に お け
る ス リ ッ ト 通 過 時 に ス リ ッ ト に 引 掛 か る す き 間 詰 り や 、 工 程 中 に 配 置 さ れ た 各 種 ガ イ ド に
引 掛 か り を 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 端 部 側 の 繋 ぎ 合 せ に 耐 熱 性 の あ る 合 成 繊 維 の 撚 り 糸 や フ ィ ラ メ ン ト を 用 い る こ と も 考
え ら れ る が 、 後 加 工 と し て ２ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ の 高 温 熱 処 理 を 行 う こ と が 予 定 さ れ て い る 場
合 は 、 撚 り 糸 や フ ィ ラ メ ン ト の 溶 融 解 、 軟 化 お よ び 収 縮 等 を 生 じ 、 そ の 結 果 炭 素 繊 維 シ ー
ト の 繋 ぎ 目 部 分 に お け る 切 断 や 端 部 側 に 皺 や ね じ れ を 生 じ る 原 因 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
耐 熱 繊 維 と し て 炭 素 繊 維 フ ィ ラ メ ン ト 等 を 利 用 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 炭 素 繊 維 フ ィ ラ
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メ ン ト は 伸 度 が 低 い の で 、 繋 ぎ 糸 に 利 用 し た 場 合 、 繋 ぎ 部 分 で 炭 素 繊 維 が 折 れ て ケ バ を 発
生 し 易 い 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
炭 素 繊 維 シ ー ト と し て 、 炭 素 繊 維 織 物 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 、 炭 素 繊 維 不 織 布 （ 例 え ば 特
許 文 献 ２ ） 、 炭 素 繊 維 ペ ー パ ー （ 例 え ば 特 許 文 献 ３ ） 等 が 知 ら れ て い る が 、 何 れ も 長 尺 シ
ー ト の 要 望 、 加 工 時 の 問 題 点 、 シ ー ト の 繋 ぎ が 必 要 な 理 由 、 及 び 繋 ぎ 方 法 に 関 す る 記 載 は
な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ５ ５ － ４ ０ ８ ０ ４ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 昭 ５ ２ － １ １ ４ ７ ７ ８ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 昭 ６ ２ － ６ ２ ９ ９ ７ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 者 は 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 種 々 検 討 し た 結 果 、 特 定 の 酸 化 繊 維 紡 績 糸 又 は フ ィ
ラ メ ン ト 束 を 用 い て 薄 層 炭 素 繊 維 シ ー ト を 繋 ぎ 合 せ る こ と に よ り 、 高 温 熱 処 理 時 に お い て
も 、 繋 ぎ 合 せ 部 の 切 断 、 す き 間 詰 り 、 ガ イ ド へ の 引 掛 か り を 生 じ る こ と 無 く 、 且 つ 端 部 側
の 皺 や ね じ れ を 生 じ る こ と の な い 長 尺 の 炭 素 繊 維 シ ー ト を 得 る こ と が で き る こ と を 見 出 し
、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 耐 熱 性 が 高 く 連 続 的 に 高 温 熱 処 理 が 可
能 な 、 薄 層 長 尺 の 繋 ぎ 合 せ 炭 素 繊 維 シ ー ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 は 、 以 下 に 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 １ 〕 　 炭 素 繊 維 シ ー ト の 端 部 側 同 士 を 重 ね 合 せ 、 総 デ ニ ー ル が １ ０ ０ ～ ６ ５ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ
、 総 強 力 ５ ０ ｇ 以 上 、 伸 度 が １ ０ ～ ３ ０ ％ の ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 系 酸 化 繊 維 よ り な る 紡
績 糸 ま た は フ ィ ラ メ ン ト 束 で 端 部 側 同 士 を 繋 ぎ 合 せ て な る こ と を 特 徴 と す る 繋 ぎ 合 せ 炭 素
繊 維 シ ー ト 。
【 ０ ０ １ ３ 】
〔 ２ 〕 　 厚 さ が ０ ． １ ～ １ ． ０ ｍ ｍ で 、 ロ ー ル 状 に 巻 上 げ た 〔 １ 〕 に 記 載 の 繋 ぎ 合 せ 炭 素
繊 維 シ ー ト 。
【 ０ ０ １ ４ 】
〔 ３ 〕 　 酸 化 繊 維 の 繊 度 が ０ ． ９ ～ ４ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ る 〔 １ 〕 に 記 載 の 繋 ぎ 合 せ 炭 素 繊
維 シ ー ト 。
【 ０ ０ １ ５ 】
〔 ４ 〕 炭 素 繊 維 シ ー ト の 長 さ 方 向 の 重 ね 合 せ 長 さ が ５ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 〔 １ 〕 に 記 載
の 繋 ぎ 合 せ 炭 素 繊 維 シ ー ト 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 一 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に お い て 、 炭 素 繊 維 シ ー ト ２ 、 ４ は そ の 端 部 側 ２ ａ 、 ４ ａ を 互 い に 重
ね 合 せ て い る 。 重 ね 合 せ は 、 長 さ 方 向 に 炭 素 繊 維 シ ー ト が ま っ す ぐ 繋 ぎ 合 う よ う に 、 幅 方
向 両 端 を 互 い に そ ろ え て い る 。 炭 素 繊 維 シ ー ト の 長 さ 方 向 の 重 ね 合 せ 長 さ Ｌ は 特 に 制 限 が
な い が 、 ５ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 ４ ０ ～ ８ ０ ｍ ｍ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 重 ね 合 せ た 各 炭 素 繊 維 シ ー ト の 端 部 ６ 、 ８ は そ れ ぞ れ 炭 素 繊 維 シ ー ト ４ 、 ２ に 酸 化 繊
維 紡 績 糸 又 は フ ィ ラ メ ン ト 束 （ 繋 ぎ 糸 ） １ ０ 、 １ ２ で 縫 付 け て あ る 。 図 １ （ Ｃ ） に 示 す よ
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う に 、 縫 う 方 向 は 、 表 が 炭 素 繊 維 シ ー ト の 長 さ 方 向 に 対 し て 斜 め 方 向 の 所 定 の 角 度 α で １
回 、 炭 素 繊 維 シ ー ト の 裏 面 は 炭 素 繊 維 シ ー ト の 長 さ 方 向 に 平 行 に 繋 ぎ 糸 長 さ Ｌ １ で １ 回 縫
い 、 こ れ を １ セ ッ ト と す る 。 Ｌ １ は 、 特 に 制 限 が な い が 、 ４ ０ ～ ８ ５ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 よ
り 好 ま し く は ４ ５ ～ ７ ０ ｍ ｍ で あ る 。 Ｌ １ が ４ ０ ｍ ｍ 未 満 の 場 合 、 繋 ぎ 部 の 切 断 が 生 じ 易
い 。 ま た 、 Ｌ １ が ８ ５ ｍ ｍ を 超 え る 場 合 、 繋 ぎ 部 端 子 の 皺 ・ う ね り 等 を 生 じ 易 く 、 ガ イ ド
等 糸 道 へ の 引 掛 か り が 生 じ 易 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
炭 素 繊 維 シ ー ト 幅 方 向 に 沿 う １ セ ッ ト の 長 さ Ｌ ２ は 特 に 制 限 が な い が 、 １ ５ ～ ５ ０ ｍ ｍ が
好 ま し い 。 Ｌ ２ が １ ５ ｍ ｍ 未 満 の 場 合 、 繋 ぎ 部 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 強 度 低 下 し て 切 断 し 易 く
な る 。 Ｌ ２ が ５ ０ ｍ ｍ を 超 え る 場 合 、 繋 ぎ 部 の 変 形 （ 皺 ・ う ね り ） が 生 じ 、 工 程 中 の ガ イ
ド 等 糸 道 へ の 引 掛 か り が 生 じ 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
繋 ぎ 糸 １ ０ 、 １ ２ の 縫 始 め 、 縫 終 り に 相 当 す る 各 端 部 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ は
、 結 び つ け ず に 延 し て お く こ と が 好 ま し い 。 結 び 玉 を 作 る と 、 後 加 工 工 程 に お い て 、 炭 素
繊 維 シ ー ト が ロ ー ラ ー 通 過 時 に ロ ー ラ ー に 引 掛 る 等 の 事 故 を 起 す 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 炭 素 繊 維 シ ー ト ２ 、 ４ は 、 厚 さ ０ ． １ ～ １ ． ０ ｍ ｍ 、 目 付 ３ ０ ～ ２ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ の 薄
層 炭 素 繊 維 シ ー ト で あ る 。 シ ー ト ２ 、 ４ の 長 さ は 特 に 限 定 さ れ な い が １ ０ ｍ 以 上 が 好 ま し
い 。 繋 ぎ 合 せ る 炭 素 繊 維 シ ー ト の 数 は 特 に 制 限 が 無 く 、 用 途 に 応 じ て 、 必 要 枚 数 だ け 繋 ぎ
合 せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
炭 素 繊 維 シ ー ト の 種 類 は 特 に 制 限 が な い 。 Ｐ Ａ Ｎ 系 、 ピ ッ チ 系 、 レ ー ヨ ン 系 、 フ ェ ノ ー ル
・ ノ ボ ラ ッ ク 系 等 の 炭 素 繊 維 シ ー ト を 例 示 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
炭 素 繊 維 シ ー ト を 縫 い 繋 ぐ 繋 ぎ 糸 は 、 総 デ ニ ー ル が １ ０ ０ ～ ６ ５ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の も の が 好 ま
し い 。 総 デ ニ ー ル が １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ 未 満 の 場 合 総 強 力 低 下 が 不 足 す る 。 総 デ ニ ー ル が ６ ５
０ ｄ ｔ ｅ ｘ を 超 え る 場 合 、 糸 が 太 く な る た め 繋 ぎ 部 の 糸 を 含 む シ ー ト 厚 さ が 増 大 し 、 後 加
工 工 程 中 で ガ イ ド 等 に 引 掛 か っ た り 、 隙 間 詰 り を 生 じ 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
炭 素 繊 維 シ ー ト を 縫 い 繋 ぐ 繋 ぎ 糸 の 総 強 力 は ５ ０ ｇ 以 上 が 好 ま し い 。 ５ ０ ｇ 未 満 の 場 合 、
繋 ぎ 箇 所 が 切 断 し 易 く な る 。 ま た 、 繋 ぎ 糸 の 伸 度 は １ ０ ～ ３ ０ ％ が 好 ま し い 。 伸 度 が １ ０
％ 未 満 の 場 合 、 繋 ぎ 箇 所 の 縫 繋 ぎ 時 に 、 繋 ぎ 糸 に 屈 曲 性 が 不 足 す る 。 ま た 、 後 加 工 工 程 中
に ガ イ ド 等 と の 擦 れ に よ り 、 単 繊 維 切 れ を 生 じ 、 ケ バ 発 生 の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
繋 ぎ 糸 の 伸 度 が ３ ０ ％ を 超 え る 場 合 、 繋 ぎ 糸 が 張 力 に よ り 伸 び 易 く な り 、 繋 ぎ 箇 所 の 固 定
が 不 十 分 な 状 態 と な る 。 こ の 場 合 は 、 後 加 工 工 程 処 理 時 の 張 力 の 影 響 を 受 け 、 繋 ぎ 箇 所 に
変 形 （ 皺 、 う ね り ） を 生 じ 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
繋 ぎ 糸 を 構 成 す る 酸 化 繊 維 の 比 重 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 市 販 の 比 重 １ ． ３ ５ ～ １ ． ４ ５
の 酸 化 繊 維 が 用 い ら れ る 。 繋 ぎ 糸 と し て 、 耐 熱 性 の あ る ア ラ ミ ド 繊 維 、 フ ェ ノ ー ル ・ ノ ボ
ラ ッ ク 系 繊 維 紡 績 糸 等 も あ る が 、 こ の よ う な 繋 ぎ 糸 は 高 温 処 理 に は 適 さ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
繋 ぎ 糸 を 構 成 す る 酸 化 繊 維 繊 度 は ０ ． ９ ～ ４ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ の 範 囲 が 好 ま し い 。 ０ ． ９ ｄ ｔ
ｅ ｘ 未 満 の 場 合 は 、 高 温 処 理 時 に 糸 強 力 が 低 下 し や す い 。 ４ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ を 超 え る 場 合 は
、 高 温 熱 処 理 時 に 単 繊 維 が 剛 直 化 し 、 繋 ぎ 箇 所 の 単 繊 維 切 れ を 生 じ 、 ケ バ が 発 生 し や す い
の で 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
炭 素 繊 維 シ ー ト を 繋 ぐ 方 法 と し て は 、 針 を 用 い て 縫 い 繋 ぐ 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 実 施 例 】
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実 施 例 １
ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 系 酸 化 繊 維 紡 績 糸 よ り な る 織 物 （ 平 織 り 、 厚 さ ０ ． ４ ５ ｍ ｍ 、 目 付
２ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ ） を 窒 素 雰 囲 気 化 １ ７ ０ ０ ℃ で 炭 素 化 し た 炭 素 繊 維 織 物 （ 厚 さ ０ ． ４ ３ ｍ
ｍ 、 目 付 １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ 、 長 さ １ ０ ０ ｍ 、 幅 ０ ． ９ ｍ ） を ２ ロ ー ル 用 意 し 、 各 ロ ー ル の 端
部 側 同 士 を ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 系 酸 化 繊 維 よ り な る 紡 績 糸 （ 総 デ ニ ー ル ５ ３ ０ ｄ 、 総 強
力 ４ ５ ０ ｇ 、 伸 度 １ ６ ％ ） を 用 い て 、 重 ね 合 わ せ 部 Ｌ ＝ ５ ０ ｍ ｍ 、 繋 ぎ 糸 長 さ Ｌ １ ＝ ２ ０
ｍ ｍ 、 つ な ぎ 間 隔 Ｌ ２ ＝ ２ ５ ｍ ｍ に 繋 ぎ 合 わ せ た 。 こ の 炭 素 繊 維 シ ー ト （ 総 長 ２ ０ ０ ｍ ）
を に ロ ー ル 状 に 巻 き 上 げ 、 本 発 明 の 長 尺 の 繋 ぎ 合 せ 炭 素 繊 維 シ ー ト ロ ー ル を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ の 後 、 後 処 理 工 程 と し て フ ッ 素 処 理 を 行 っ た 。 即 ち 、 長 尺 の 繋 ぎ 合 せ 炭 素 炭 素 繊 維 シ ー
ト ロ ー ル か ら 炭 素 繊 維 シ ー ト を 繰 出 し て フ ッ ソ 樹 脂 の エ マ ル ジ ョ ン 浴 に 連 続 的 に 浸 漬 さ せ
、 次 い で 段 階 的 に 空 気 中 で ２ ０ ０ よ り ３ ７ ０ ℃ ま で 熱 処 理 （ フ ッ 素 樹 脂 付 着 量 ０ ． ６ 質 量
％ ） を 行 っ た 。 こ の 結 果 、 工 程 中 で の 繋 ぎ 目 の 切 断 や ガ イ ド 詰 ま り り も な く 、 更 に 炭 素 繊
維 シ ー ト 端 部 の 皺 、 ね じ れ 等 の 発 生 も な く 連 続 的 に フ ッ 素 処 理 が で き た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 例 ２ ～ ３ 、 比 較 例 １ ～ ４
表 １ 、 ２ に 示 す 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に 操 作 し て 繋 ぎ 合 せ 炭 素 繊 維 シ ー ト を 製 造 し 、 実 施
例 １ と 同 様 に 繋 ぎ 部 分 の 状 態 を 評 価 し た 結 果 を 表 １ 、 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ３ ３ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ３ ４ 】
＊ 　 ： 　 本 発 明 の 構 成 の 範 囲 外 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
＊ ＊ 　 ： 　 問 題 箇 所 を 示 す 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に お い て は 、 複 数 の 炭 素 繊 維 シ ー ト 端 部 側 を 互 い に 重 ね 合 せ て ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ
ル 系 酸 化 繊 維 よ り な る 特 定 の 太 さ の 紡 績 糸 ま た は フ ィ ラ メ ン ト 束 を 用 い て 繋 ぎ 合 せ る 様 に
し た の で 、 後 工 程 の 高 温 熱 処 理 時 に お い て 、 繋 ぎ 部 の 切 断 、 す き 間 詰 り 、 ガ イ ド へ の 引 掛
り が 生 ぜ ず 、 且 つ 繋 ぎ 合 せ 部 の 皺 や ね じ れ の な い 長 尺 の 炭 素 繊 維 シ ー ト を 得 る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 繋 ぎ 合 せ 炭 素 繊 維 シ ー ト の 繋 ぎ 箇 所 を 示 す 、 （ Ａ ） は 表 面 斜 視 図 、 （ Ｂ
） は 裏 面 斜 視 図 、 （ Ｃ ） は 平 面 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 、 ４ 　 　 炭 素 繊 維 シ ー ト
２ ａ 、 ４ ａ 　 　 端 部 側
Ｌ 　 　 重 ね 合 せ 長 さ
６ 、 ８ 　 　 端 部
１ ０ 、 １ ２ 　 　 酸 化 繊 維 紡 績 糸 又 は フ ィ ラ メ ン ト 束 （ 繋 ぎ 糸 ）
Ｌ 　 　 １ 繋 ぎ 糸 長 さ
Ｌ ２ 　 　 １ セ ッ ト の 幅 方 向 長 さ
１ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 　 　 繋 ぎ 糸 端 部
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